
救急医療が大幅に改善！

救急搬送が課題
○第３次医療施設がない

○現道には多くのカーブ
が連続するため、患者へ
の負担が大きい

○第３次救急医療施設への
搬送時間が縮減

○カーブが少なく搬送中の
横揺れが大幅軽減

救急医療の改善

地方の安全・安心
を支える！

より早く！

より安全に！
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○過去５ヵ年間における３疾患での死亡者数

※平成２１年～平成２５年人口動態調査（熊本県）資料による

凡例
九州中央自動車道 小池高山IC 
九州縦貫自動車道 上野IC
現在の救急搬送ルート 北中島IC
将来の救急搬送ルート 矢部IC 
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1 至 宮崎山都町

熊本港

H24.10契約

九州中央自動車道（嘉島ＪＣＴ～矢部ＩＣ）の開通による救急医
療改善効果を推計すると、５０年間で生存者増加数は約５２２人、
逸失利益面からの救急医療改善効果額は約３５億円。
※参考文献：藤本昭 他9名「道路整備による救急医療改善効果」

救急医療改善効果

救急医療改善効果

救急患者の生存率向上

救急搬送時間の短縮

九州中央自動車道の整備

救急医療改善効果のイメージフロ－

急性心筋梗塞 脳梗塞 大動脈瘤乖離
山都町 ６３ 名 ８９ 名 １６ 名
御船町 ２６ 名 ３７ 名 １８ 名

２町計 ８９ 名 １２６ 名 ３４ 名

区　　間
九州中央道
利用の有無

搬送時間 短縮時間

無 約５５分
有 約３３分

山都町～熊本赤十字病院 約２２分


